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口
減
少
や
高
齢
化
の
進
行
な
ど
に
よ
る
地
域
社
会
の
活
力
の
低
下
、
生

活
基
盤
整
備
な
ど
本
土
と
の
諸
格
差
の
問
題
に
加
え
、
輸
送
経
費
が
価

格
に
加
算
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
物
価
高
騰
な
ど
、
経
済
面
で
も
不
利
な

条
件
下
に
あ
り
ま
す
。

一
方
、
離
島
地
域
は
、
各
島
の
特
色
あ
る
自
然
、
文
化
、
伝
統
、
多

様
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
有
し
、継
続
的
に
関
わ
り
を
持
つ
「
関
係
人
口
」

の
出
現
や
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
の
活
用
、
豊
富
に
存

在
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
な
ど
の
新
た
な
動
き
も
生
じ
て

き
て
お
り
、
個
性
あ
る
地
域
と
し
て
大
き
く
発
展
す
る
可
能
性
を
持
つ
、

ま
さ
に
鹿
児
島
の
宝
で
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
令
和
五
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
新
た
な
離
島
振

興
法
に
基
づ
き
、
鹿
児
島
県
で
は
同
年
度
か
ら
一
四
年
度
ま
で
の
一
〇

離
島
振
興
対
策
実
施
地
域
の
概
況

鹿
児
島
県
は
、
南
北
約
六
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る
広
大
な
県

域
に
、
二
八
の
法
指
定
有
人
離
島
を
有
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
二
〇

島
が
離
島
振
興
法
に
基
づ
く
離
島
振
興
対
策
実
施
地
域
、
八
島
が
奄
美

群
島
振
興
開
発
特
別
措
置
法
が
適
用
さ
れ
る
島
で
す
。
ま
た
、
本
県
は
、

離
島
の
面
積
（
二
四
八
二
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）、同
人
口
（
一
四
万
九
六
二
〇

人
）、
同
市
町
村
数
（
二
二
市
町
村
）
が
全
国
第
一
位
、
有
人
離
島
数
（
二

八
島
）
が
長
崎
県
、
沖
縄
県
、
愛
媛
県
に
次
い
で
同
第
四
位
と
な
っ
て

お
り
、
全
国
有
数
の
離
島
県
と
い
え
ま
す
。

本
県
の
離
島
地
域
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
外
海
に
あ
り
、
台
風
常
襲

地
帯
に
位
置
す
る
な
ど
厳
し
い
自
然
条
件
下
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
人

離
島
振
興
計
画

鹿
児
島
県
離
島
振
興
計
画

―
社
会
資
本
の
整
備
と
さ
ら
な
る
産
業
振
興　

鹿
児
島
県
総
合
政
策
部
離
島
振
興
課
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年
間
の
「
鹿
児
島
県
離
島
振
興
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　
同
計
画
の
対
象
地
域
は
、
離
島
振
興
法
第
二
条
第
一
項
で
指
定
さ

れ
て
い
る
離
島
振
興
対
策
実
施
地
域
で
あ
る
長
島
地
域
（
獅し
子し
島じま
）、
桂か

つ
ら

島じ
ま

地
域
（
桂
島
）、
甑こ

し
き

島し
ま

地
域
（
上
甑
島
・
中
甑
島
・
下
甑
島
）、
新し

ん

島じ
ま

地
域

（
新
島
）、
種た

ね
が子

島し
ま

地
域
（
種
子
島
・
馬ま
毛げ
島しま
）、
屋
久
島
地
域
（
屋
久
島
・
口くち

永のえ
良ら
部ぶ
島じま
）、
南
西
諸
島
地
域
（
竹
島
・
硫い
黄おう
島じま
・
黒
島
・
口
之
島
・
中
之
島
・

諏
訪
之
瀬
島
・
平たいら
島じま
・
悪あく
石せき
島じま
・
小
宝
島
・
宝
島
）
の
七
地
域
二
〇
島
と
な
っ

て
い
ま
す
。

離
島
地
域
の
現
状
と
課
題

昭
和
三
〇
年
と
令
和
二
年
の
間
に
、
全
国
の
人
口
は
約
四
割
増
加
し

て
い
る
の
に
対
し
、
本
県
離
島
は
六
割
以
上
も
減
少
（
一
一
万
七
千
人
→

四
万
五
千
人
）
し
て
お
り
、
県
全
体
の
人
口
減
（
二
二
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
減
）

と
比
べ
て
も
著
し
い
人
口
減
少
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
化

率
は
三
八・五
パ
ー
セ
ン
ト
と
、全
国
と
比
較
し
て
も
極
め
て
高
く
、離

島
地
域
は
国
を
約
二
〇
年
先
行
し
て
高
齢
化
が
進
ん
で
い
ま
す
（
表
1
）。

離
島
地
域
の
就
業
者
の
産
業
別
構
成
は
、
第
一
次
産
業
の
占
め
る
割

合
が
二
一
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
全
国
値
（
三
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
に
比
べ
高

く
、
と
り
わ
け
農
業
就
業
者
の
比
率
が
極
め
て
高
い
の
が
特
徴
で
す
。

ま
た
、
離
島
地
域
の
物
価
を
本
土
と
比
較
す
る
と
、
全
体
的
に
県
本

土
地
域
よ
り
高
く
な
っ
て
い
る
一
方
で
、
人
口
一
人
当
た
り
の
所
得
に

桂島

鹿児島
新島

上甑島
中甑島

下甑島

馬毛島

獅子島

桂島地域
長島地域

甑島地域

種子島地域

屋久島地域

南西諸島地域

新島地域

竹島硫黄島

黒島

口之島

屋久島

口永良
部島

中之島
諏訪之瀬島

平島

悪石島

小宝島

宝島

種子島

平成
7年

平成
12年

平成
17年

平成
22年

平成
27年

令和
2年

離島地域 23.8 27.6 30.6 32.0 34.7 38.5 

鹿児島県 19.7 22.6 24.8 26.5 29.3 32.5 

全国 14.6 17.4 20.2 23.0 26.6 28.6 

区分
人口一人当たりの所得

実額（千円） 水準（％）

離島地域 2,373 92.8

鹿児島県 2,558 100.0

全　　国 3,181 124.4

離島地域の高齢化率は全国と比較して約20年先行

表1　高齢化率の推移
離島振興対策実施地域位置図

表2　離島地域と本土における所得の比較

※令和元年度市町村民所得推計
※離島地域は、種子島、屋久島、南西諸島、奄美群島を指す
※鹿児島県を100とした場合の数値
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つ
い
て
は
、
県
全
体
と
の
比
較
で
は
一
九
万
円
程
度
、
全
国
と
の
比
較

で
は
八
一
万
円
程
度
、
そ
れ
ぞ
れ
低
く
な
っ
て
い
ま
す
（
表
2
）。

離
島
地
域
の
振
興
方
針

各
分
野
別
の
基
本
的
な
振
興
方
針

離
島
振
興
法
第
四
条
第
二
項
の
離
島
振
興
計
画
に
定
め
る
事
項
を
踏

ま
え
、「
交
通
体
系
の
整
備
」
や
「
情
報
通
信
体
系
の
整
備
」
な
ど
、一

六
の
分
野
別
の
振
興
方
針
を
定
め
て
い
ま
す
。

改
正
法
に
お
い
て
、
新
た
に
配
慮
す
る
規
定
に
加
え
ら
れ
た
内
容
に

つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の
振
興
方
針
に
そ
の
考
え
を
反
映
さ
せ

て
お
り
、
例
え
ば
、
新
た
に
「
高
速
安
定
航
行
が
可
能
な
船
舶
の
新
造

及
び
更
新
に
対
す
る
支
援
」
に
つ
い
て
配
慮
規
定
の
充
実
が
図
ら
れ
た

こ
と
を
受
け
て
、
高
速
船
の
更
新
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
な
ど
か
ら
情

報
収
集
を
行
い
な
が
ら
、
計
画
的
な
更
新
を
検
討
す
る
と
と
も
に
国
な

ど
の
支
援
を
要
請
し
て
い
く
こ
と
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
主
な
事
項
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
載
を
行
っ
て

い
ま
す
。

①
交
通
体
系
の
整
備

安
全
で
利
用
し
や
す
い
港
湾
・
空
港
・
道
路
・
橋
梁
な
ど
の
整
備
や

島
内
交
通
網
の
維
持
・
充
実
と
と
も
に
、
航
路
・
航
空
路
の
維
持
・
改

善
に
努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

②
情
報
通
信
体
系
の
整
備

地
域
の
実
情
に
適
し
た
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
お
よ
び
そ
の
円
滑
な

維
持
管
理
の
促
進
を
図
り
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
情
報
通
信
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
を
促
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

③
人
の
往
来
と
物
資
の
流
通
に
要
す
る
費
用
の
低
廉
化

物
資
の
輸
送
に
係
る
ド
ロ
ー
ン
活
用
に
向
け
た
検
討
や
、
離
島
航

路
・
航
空
路
の
運
賃
や
物
資
の
流
通
に
要
す
る
経
費
の
低
廉
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
促
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

④
産
業
の
振
興

基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産
業
に
つ
い
て
は
、生
産
基
盤
の
整
備
、新

令和2年度に開通した中甑島と下甑島を結ぶ甑大橋。
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規
就
業
者
や
後
継
者
の
育
成
・
確
保
な
ど
に
よ
り
、
野
菜
、
花
き
、
果

樹
な
ど
の
園
芸
作
物
、
肉
用
牛
な
ど
の
畜
産
の
生
産
性
向
上
や
高
品
質

化
、
地
域
特
産
の
魚
介
類
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
資
源
管
理
型
漁
業
の
推
進
、

森
林
の
適
正
な
整
備
や
特
用
林
産
物
の
生
産
振
興
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
自
給
飼
料
の
生
産
拡
大
な
ど
を
推
進
し
、
経
営
の
安
定
化
と
所
得

の
向
上
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
離
島
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
新
規
作
物
の
導
入
や
特
産
品

開
発
、
六
次
産
業
化
な
ど
の
高
付
加
価
値
化
、
効
率
的
な
流
通
体
制
の

整
備
な
ど
を
促
進
す
る
こ
と
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

⑤
生
活
環
境
の
整
備

誰
も
が
安
心
し
て
快
適
に
暮
ら
せ
る
住
環
境
の
整
備
を
図
り
、
離
島

広
域
活
性
化
事
業
な
ど
を
活
用
し
た
空
き
家
改
修
な
ど
に
よ
る
住
宅
の

確
保
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
市
町
村
の
空
き
家
バ
ン
ク
な
ど
に
関
す

る
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

⑥
医
療
の
確
保
な
ど

診
療
機
能
の
充
実
・
強
化
、
医
療
従
事
者
の
安
定
的
確
保
、
遠
隔
医

療
の
促
進
な
ど
に
よ
り
、
地
域
住
民
が
等
し
く
適
切
な
医
療
サ
ー
ビ
ス

を
享
受
で
き
る
よ
う
な
保
健
医
療
提
供
体
制
の
整
備
・
充
実
を
図
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

⑦
教
育
お
よ
び
文
化
の
振
興

学
校
規
模
に
応
じ
た
教
育
内
容
の
改
善
・
充
実
を
図
り
、
遠
隔
教
育

シ
ス
テ
ム
の
活
用
な
ど
、
情
報
化
・
国
際
化
社
会
に
柔
軟
に
対
応
で
き

る
青
少
年
の
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
各
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た
離

島
留
学
の
推
進
、
地
域
内
に
高
校
が
な
い
生
徒
の
就
学
機
会
の
確
保
に

努
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

⑧
観
光
の
開
発

観
光
客
の
受
入
環
境
の
整
備
の
推
進
や
、
さ
ら
な
る
誘
客
に
向
け
た

滞
在
交
流
型
観
光
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
マ
イ
ク
ロ
ツ
ー
リ
ズ
ム

や
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
多
様
な
観
光
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
を
記

載
し
て
い
ま
す
。

⑨
国
内
お
よ
び
国
外
の
地
域
と
の
交
流
の
促
進

国
内
外
の
人
々
と
の
交
流
・
連
携
を
積
極
的
に
促
進
し
、
地
域
社
会

の
活
性
化
と
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
、
二
地
域
居
住
な
ど
の
推
進
に
よ
り
、
交

流
・
定
住
人
口
の
拡
大
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

⑩
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
推
進

地
域
特
性
を
生
か
し
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
や
、
そ
の
利

活
用
に
関
す
る
普
及
啓
発
や
調
査
研
究
を
促
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。各

地
域
別
の
基
本
的
な
振
興
方
針

本
県
の
七
つ
の
離
島
振
興
対
策
実
施
地
域
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に

よ
っ
て
地
理
的
・
社
会
的
条
件
が
大
き
く
異
な
る
た
め
、
市
町
村
の
離

島
振
興
計
画
案
を
も
と
に
、
各
地
域
や
島
の
特
性
に
応
じ
た
基
本
的
な

振
興
方
針
を
設
定
し
、
各
地
域
の
自
立
的
発
展
の
促
進
や
、
住
民
の
生
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活
の
安
定
及
び
福
祉
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
間
の
交
流
を
促

進
し
、
離
島
に
お
け
る
定
住
の
促
進
を
目
指
す
こ
と
と
し
ま
し
た
。

①
長
島
地
域

獅
子
島
に
つ
い
て
は
、
定
期
航
路
の
維
持
・
改
善
に
努
め
、
港
湾
・

漁
港
や
町
道
な
ど
島
内
交
通
網
の
整
備
な
ど
を
進
め
る
と
と
も
に
、
日

本
一
を
誇
る
養
殖
ブ
リ
な
ど
の
水
産
業
の
振
興
を
柱
と
し
な
が
ら
、
柑

橘
類
と
ば
れ
い
し
ょ
の
生
産
な
ど
に
よ
る
農
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
優
れ
た
自
然
景
観
や
、
貴
重
な
化
石
が
発
掘
さ
れ
る
地
質
な

ど
の
資
源
を
活
用
し
た
観
光
振
興
の
促
進
な
ど
に
よ
り
、
交
流
人
口
の

拡
大
や
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

②
桂
島
地
域

出
水
市
に
属
す
る
人
口
一
二
名
の
桂
島
に
つ
い
て
は
、
チ
リ
メ
ン
ジ

ャ
コ
漁
な
ど
の
沿
岸
漁
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
本
土
か
ら
近
距
離
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
体
化
し
た
生
活
圏

を
形
成
し
、
住
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
環
境
整
備
を
進
め
る

と
と
も
に
、
釣
り
な
ど
の
体
験
型
観
光
の
促
進
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡

大
や
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

③
甑
島
地
域

上
甑
島
・
中
甑
島
・
下
甑
島
の
三
島
か
ら
な
る
甑
島
地
域
に
つ
い
て

は
、
定
期
航
路
の
維
持
・
改
善
、
道
路
お
よ
び
港
湾
の
整
備
な
ど
の
推

進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
持
続
可
能
な
島
内
生
活
圏
の
維
持
お
よ
び
島

内
産
業
の
継
承
・
活
性
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
豊
か
な
海
洋
資
源
を
生
か
し
た
水
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
養

殖
業
の
振
興
、農
林
水
産
業
の
六
次
産
業
化
な
ど
に
よ
る
産
業
振
興
、優

れ
た
景
観
な
ど
を
生
か
し
た
滞
在
交
流
型
観
光
の
促
進
を
図
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

④
新
島
地
域

錦き
ん

江こ
う

湾
内
の
桜
島
の
北
東
約
一
・
五
キ
ロ
に
あ
り
、
鹿
児
島
市
に
属

す
る
人
口
二
名
の
新
島
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
行
政
連
絡
船
の
維
持
・
改

善
に
努
め
る
と
と
も
に
、
生
活
の
安
定
お
よ
び
福
祉
の
向
上
を
図
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
本
地
域
は
豊
か
な
自
然
環
境
や
特
色

あ
る
地
形
・
地
質
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
取
り
組

み
な
ど
に
お
い
て
、
地
域
資
源
の
活
用
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

⑤
種
子
島
地
域

西に
し

之の

表お
も
て

市
、
中な

か

種た

ね子
町
、
南
種
子
町
の
一
市
二
町
で
構
成
さ
れ
る
種

子
島
地
域
に
つ
い
て
は
、
定
期
航
路
・
航
空
路
の
維
持
・
改
善
に
努
め
、

港
湾
・
漁
港
や
道
路
な
ど
島
内
交
通
網
、
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
な
ど

を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
で
は
、
品
質
向
上
や
生
産
性
向
上
と

と
も
に
、
後
継
者
の
育
成
を
図
り
な
が
ら
、
有
機
農
業
の
普
及
に
よ
り

持
続
可
能
な
農
業
を
推
進
す
る
こ
と
、
水
産
業
で
は
、
ト
コ
ブ
シ
稚
貝

の
放
流
や
漁
礁
の
設
置
な
ど
に
よ
る
水
産
資
源
の
増
大
や
生
産
・
加
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工
・
流
通
・
販
売
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

⑥
屋
久
島
地
域

屋
久
島
・
口
永
良
部
島
の
二
島
か
ら
な
る
屋
久
島
地
域
に
つ
い
て
は
、

定
期
航
路
・
航
空
路
の
維
持
・
改
善
に
努
め
、
港
湾
・
漁
港
や
道
路
な

ど
の
島
内
交
通
網
、
情
報
通
信
基
盤
の
整
備
な
ど
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
業
で
は
、
高
品
質
果
実
生
産
に
よ
る
ブ
ラ
ン
ド
産
地
づ
く

り
、
特
産
品
開
発
や
販
売
促
進
を
図
る
こ
と
、
水
産
業
で
は
、
首
折
れ

サ
バ
な
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
化
や
水
産
資
源
の
持
続
的
な
利
用
体
制
の
確
立
、

新
規
就
業
者
の
確
保
を
図
る
こ
と
、
観
光
で
は
、
世
界
自
然
遺
産
に
登

録
さ
れ
た
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
の
保
全
と
活
用
を
図
る
観
点
で
の
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
な
ど
に
よ
り
、
交
流
人
口
の
拡
大
や
地
域
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
、そ
し
て
、第
一
次
産
業
と
観
光
業
の
連
携
を
図
り
、島

の
魅
力
を
最
大
限
に
発
信
す
る
こ
と
な
ど
を
計
画
に
記
載
し
て
い
ま
す
。

⑦
南
西
諸
島
地
域

三み

島し
ま

村
と
十と

島し
ま

村
の
有
人
一
〇
島
で
構
成
さ
れ
る
南
西
諸
島
地
域
に

つ
い
て
は
、
定
期
航
路
・
航
空
路
の
維
持
・
改
善
に
努
め
、
港
湾
・
漁

港
や
道
路
な
ど
島
内
交
通
網
の
整
備
、
情
報
通
信
基
盤
の
高
度
化
な
ど

を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
基
幹
産
業
で
あ
る
肉
用
牛
の
振
興
を
主
体
に
、
地
域
の
風
土

に
あ
っ
た
農
産
物
の
生
産
に
よ
る
農
業
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、
特
用

林
産
物
の
生
産
出
荷
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
や
、
鮮
度
保
持
施
設
の
整

宝島の野生のトカラヤギ。
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備
促
進
に
よ
る
生
産
性
の
高
い
水
産
業
の
振
興
を
図
る
こ
と
、
豊
か
な

自
然
環
境
や
地
域
固
有
の
歴
史
・
文
化
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、

滞
在
交
流
型
観
光
の
促
進
、
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
受
け
入
れ
の
た
め
の

積
極
的
な
支
援
策
な
ど
に
よ
る
関
係
人
口
・
交
流
人
口
の
拡
大
や
地
域

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

計
画
実
現
の
方
策

地
域
別
離
島
振
興
計
画
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
本
県
で
は
「
計

画
実
現
の
方
策
」
と
し
て
、
①
国
と
の
連
携
に
よ
る
施
策
の
効
果
的
な

展
開
、
②
市
町
村
の
広
域
的
な
連
携
の
確
保
、
③
多
様
な
主
体
と
の
連

携
・
協
働
、
④
離
島
活
性
化
交
付
金
等
事
業
計
画
の
作
成
の
四
つ
を
挙

げ
て
い
ま
す
。

①
で
は
、
改
正
法
に
お
い
て
都
道
府
県
の
責
務
が
明
記
さ
れ
た
こ
と

を
受
け
、離
島
地
域
の
実
情
に
即
し
た
適
切
な
施
策
な
ど
に
関
し
て
、国

の
積
極
的
な
支
援
・
協
力
を
要
請
す
る
な
ど
、
離
島
振
興
施
策
の
効
果

的
な
展
開
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
離
島
の
中
で
も
特
に

自
然
条
件
な
ど
の
厳
し
い
小
規
模
離
島
な
ど
に
対
し
て
は
、
国
と
も
連

携
し
な
が
ら
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
支
援
を
行
う
こ

と
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

②
で
は
、
県
と
市
町
村
の
意
見
交
換
の
場
の
提
供
な
ど
に
よ
り
、
広

域
的
な
連
携
を
図
り
、
各
種
施
策
な
ど
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。③

で
は
、
離
島
事
業
者
と
島
内
外
の
多
様
な
主
体
に
よ
り
形
成
さ
れ

る
広
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
の
自
発
的
な
連
携
に
よ
り
、
離
島
地
域
の
活

性
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
内
の
交
流
・
連
携

及
び
離
島
地
域
の
活
性
化
を
担
う
人
材
育
成
な
ど
を
推
進
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

④
で
は
、
離
島
振
興
計
画
に
基
づ
く
事
業
等
の
う
ち
、
地
域
の
活
性

化
に
資
す
る
事
業
を
実
施
す
る
た
め
の
離
島
活
性
化
交
付
金
等
事
業
計

画
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

自然と調和した新島のハイジブランコ。
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Ｋ
Ｐ
Ｉ
・
成
果
目
標
と
そ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

計
画
で
は
重
要
業
績
評
価
指
標
（
Ｋ
Ｐ
Ｉ
）
と
成
果
目
標
を
次
の
通
り

定
め
ま
し
た
。
成
果
目
標
の
達
成
状
況
に
つ
い
て
定
期
的
に
評
価
を
行

い
、
必
要
に
応
じ
て
、
本
計
画
お
よ
び
こ
れ
に
基
づ
く
施
策
の
見
直
し

な
ど
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

①�

人
口
流
出
抑
制
・
人
口
流
入
施
策
の
効
果
に
関
す
る
指
標
：
人
口
の

社
会
減
が
発
生
し
な
い
状
態
を
実
現
す
る
。

②�

農
林
水
産
品
等
の
生
産
・
販
路
拡
大
施
策
の
効
果
に
関
す
る
指
標
：

農
林
水
産
業
生
産
額
を
維
持
す
る
。

③�

農
林
水
産
業
の
担
い
手
確
保
施
策
の
効
果
に
関
す
る
指
標
：
農
林
水

産
業
の
担
い
手
を
確
保
す
る
。

④�

創
業
・
事
業
拡
大
促
進
施
策
の
効
果
に
関
す
る
指
標
：
雇
用
機
会
の

拡
充
を
図
る
。

⑤�

観
光
促
進
施
策
の
効
果
に
関
す
る
指
標
：
観
光
を
促
進
し
、
宿
泊
者

数
を
増
や
す
。

⑥�

人
の
往
来
、
交
流
拡
大
施
策
の
効
果
に
関
す
る
指
標
：
航
路
・
航
空

輸
送
旅
客
数
を
増
や
す
。

お
わ
り
に

改
正
離
島
振
興
法
で
は
、
都
道
府
県
に
よ
る
離
島
市
町
村
へ
の
支
援

の
努
力
義
務
が
新
設
さ
れ
た
こ
と
を
は
じ
め
、
高
速
安
定
航
行
が
可
能

な
船
舶
の
新
造
お
よ
び
更
新
に
対
す
る
支
援
や
小
規
模
離
島
の
日
常
生

活
に
必
要
な
環
境
の
維
持
に
係
る
配
慮
規
定
が
新
設
さ
れ
る
な
ど
、

諸
々
の
拡
充
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
新
た
な
離
島
振
興
計
画
は
、
こ
れ
ら

の
改
正
内
容
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
市
町
村
計
画
案
を
で
き
る
限
り
反

映
さ
せ
て
策
定
し
ま
し
た
。

本
県
の
離
島
は
、
各

島
が
特
色
あ
る
独
特
の

自
然
、文
化
、伝
統
、多

様
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を

有
す
る
、
ま
さ
に
鹿
児

島
の
宝
で
す
。
本
計
画

に
基
づ
き
、
離
島
の
多

様
で
豊
富
な
物
質
的
・

経
済
的
資
源
を
活
用
す

る
と
と
も
に
、
生
活
環

境
、
交
通
基
盤
、
産
業

基
盤
な
ど
の
社
会
資
本

の
整
備
と
さ
ら
な
る
産

業
振
興
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。�

■

遠浅の砂浜が美しい南種子町の浜田海水浴場。


